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特集P２ 農業者との意見交換会



意見交換会

特集

　２月２０日、中山町議会厚生産業常任
委員会と石っころ会６名（会員１６名）
による意見交換会が開催されました。
当町の基幹産業である農業を担う農家
の方々を迎えて、町の農業の課題、 
現在の活動・今後の展望などについて
意見を交わしました。

　今回でた石っころ会の皆さんからの意見は、３月９日に開催した厚生産業常任委員会におい
て担当課に伝えました。課題については、解決に向けて、ともに話し合いを進めていきます。
　また、今後も新規就農者のグループや農業関連の他団体とも意見交換会を実施していきたい
と考えています。

　隣町では、住居・農地・作業場・指導と、受け入れ体制が整っ
ている。中山町でも同じような体制をつくれないか。

　町では農業関連の地域おこし
協力隊を募集しているが、就農
支援体制は整っているのか。ま
た、農業の「第三者継承」を町
が中心となって行うことは可能
なのか。

　ほかの市町村と比べて、支援面・情報面で、同じ
スタートラインに立てていない。町の公式ＬＩＮＥ
に産業の項目を設置出来ないか。

　中山町は農業者への独自の支援や受け入れ体制が他よりも不十分なため、新規就
農は勧められない。法人も同じで、補助の条件や内容が良くなければ、移転する可
能性もあると思う。まずは町も農業者も議員もそれぞれできることをやっていく必
要があるのでは。また、自分達のような中堅よりも若手の新規就農者にしぼって手
厚く補助してほしい。

　農業のなり手不足が問
題になっているが、新規
で農業をやろうと思って
も、住居・農地・作業場
が必要で、軌道に乗るま
での支援が中山町の課題
であると思う。

　長崎小学校への支援として、５年生を対象に会員の農地を使用し、田植え
から脱穀までの作業を一緒に行い、農業に触れながら、学習支援を行ってい
る。また、なかやま保育園で行われる園児との餅つきに協力し、幼児と交流
の機会を作っている。

石っころ会×厚生産業常任委員会石っころ会×厚生産業常任委員会

石 っ こ ろ 会 の 活 動

町の基幹産業である町の基幹産業である
　　　　農業を支える　　　　農業を支える

石っころ会の皆さんに聞いた中山町の良いところ
　土地が肥沃（ひよく）で、種類的にも豊かな作物がとれる。水利が整っていて稲作の作付けがしやすい。

町以外の動きについて　情報を少しでも早く知りたい
　消費税の処理の仕方がどうなるのか、早く知りたい。
　今後、米価がどうなるのか不安である。

今後の動き
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（副会長）（副会長） 転作組合でも活動している。

果樹農家でブドウを栽培している。現在、「石っころ会」の会長とし
て運営を行っている。メンバーは、町の新規就農支援チームにも参加
しており、石っころ会としても若手農家とベテラン農家をつなぐパイ
プ役として協力していきたい。

Ｕターン就農で水稲・施設園芸・
果樹の栽培を行っている。

農業で法人化しており、正社員２名を雇用し、今後も拡大していきたい。

１０代続く農家で水稲・野菜を栽培している。また栽培した野菜で漬物
を作っている。

　新規就農者や地域おこし協力隊から定住してもらえるように、
不動産会社も入れて受け入れ体制をつくってはどうか。農業への
支援が上手くいっている市町村の真似をしてはどうか。また、資
材高騰に対し、町でも対応してもらえるとうれしい。

鈴鈴
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木木
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人人
とと

  氏氏

果樹専門で新規就農し、１０年が経った。
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令和８年度予算概要

　今定例会では、令和８年度中山町一般会計・各特別会計・下水道事業会計予算と令和７年度
の補正予算、条例の制定等、人事案件などが審議されました。すべて原案のとおり、可決・承
認・同意されました。（議案一覧はＰ８～９）

各グラフ・表の予算額および構成比は、四捨五入
しているため、総計が合わない場合があります。

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
４億４４０９万６０００円 ４億４４０９万６０００円 ３億４２２３万９０００円 ３億９２５０万７０００円

３月定例会が開催されました３月定例会が開催されました
一般会計 総額 一般会計 総額 ６２６２億円億円

　今年度の主な内容としては、公共施設再配置計
画基本計画の策定に着手し、具体的なまちづくり
が始まります。また「こども家庭センター」を中
心に各種子育て支援施策の推進や中学校体育館
（避難所）への冷房設備の設置など、安心・安全

一般会計 ６２億円　 （前年度比４.１％増）

国民健康保険特別会計 １２億５９６２万１０００円（前年度比１０．２％増）
後期高齢者医療特別会計 ２億３０５４万９０００円（前年度比１４．１％増）
介 護 保 険 特 別 会 計 １３億７４９９万２０００円（前年度比　０．２％増）

特別会計 合計 ２８億６５１６万２０００円

下水道事業会計下水道事業会計

可決

新しいまちづくりが始動新しいまちづくりが始動

歳入歳出

自主財源自主財源
３９．６％３９．６％

町税町税
１０億４２６３万円　１６．８％１０億４２６３万円　１６．８％

繰入金繰入金
５億８５９３万円　９．５％５億８５９３万円　９．５％

寄附金寄附金
４億１０万円　６．５％４億１０万円　６．５％

その他その他
４億２９２６万円４億２９２６万円
６．９％６．９％

地方交付税地方交付税
２２億２０００万円　２２億２０００万円　
３５．８％３５．８％

国庫支出金国庫支出金
５億１３６９万円　８．３％５億１３６９万円　８．３％

県支出金県支出金
３億７０００万円　６．０％３億７０００万円　６．０％町債町債

２億９６００万円　４．８％２億９６００万円　４．８％
その他交付金その他交付金
３億４２４０万円　５．５％３億４２４０万円　５．５％

依存財源依存財源
６０．４％６０．４％

議会費　８２７７万円　１．３％議会費　８２７７万円　１．３％
議員報酬など議員報酬など

総務費　１１億８３６８万円　１９．１％総務費　１１億８３６８万円　１９．１％
庁舎施設管理や庁舎施設管理や
人件費など総務全般人件費など総務全般

民生費　民生費　
１８億７４６７万円　３０．２％１８億７４６７万円　３０．２％
高齢者や障がい者、高齢者や障がい者、
子どもの福祉など子どもの福祉など

衛生費　衛生費　
３億６４４７万円　３億６４４７万円　
５．９％５．９％
保健、環境衛生など保健、環境衛生など

労働費　労働費　
１０７３万円　０．２％１０７３万円　０．２％
駅周辺管理など駅周辺管理など

農林水産業費　農林水産業費　
１億９００９万円　３．１％１億９００９万円　３．１％
農業、畜産振興など農業、畜産振興など

商工費　商工費　
３億２６１万円　４．９％３億２６１万円　４．９％
商工、観光など商工、観光など

土木費　６億６１５７万円　１０．７％土木費　６億６１５７万円　１０．７％
道路、河川、除雪など道路、河川、除雪など

消防費　３億７３８８万円　６．０％消防費　３億７３８８万円　６．０％
消防、水防など消防、水防など

教育費　６億９１４９万円　１１．２％教育費　６億９１４９万円　１１．２％
学校管理、社会教育など学校管理、社会教育など

公債費　４億４４０４万円　７．１％公債費　４億４４０４万円　７．１％
町の借金の返済町の借金の返済

予備費　２０００万円　０．３％予備費　２０００万円　０．３％
予定外の支出に対応するため予定外の支出に対応するため

なまちづくり、さらに新規就農者や新規開業者への支援、「山形芋煮会検定」の実施な
ど、産業や観光の充実を目指した事業の予算が計上されました。（⇒詳細はＰ６～７）
　各課ごとに質疑が行われ、採決の結果すべて原案どおりに可決しました。
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令和８年度 予算の目玉
①子育てと福祉のまちづくり①子育てと福祉のまちづくり

③活気のあるまちづくり③活気のあるまちづくり ②安心の②安心の
　まちづくり　まちづくり

⑤人を育む⑤人を育む
　まちづくり　まちづくり ⑥協働による⑥協働による

　まちづくり　まちづくり

●なかやま保育園の給食（主食・副食）提供� １６９６万円　　 　

●小児インフルエンザワクチン予防接種への助成増額� ２３８万円（拡充）
●障がい福祉計画の策定� ４９５万円（新規）
第８期中山町障がい福祉計画・第４期中山町障がい児福祉計画の策定

④快適なまちづくり④快適なまちづくり
●公共施設再配置計画基本計画の策定�１491万円
●立地適正化計画の改定� １０４３万円
●タクシー利用助成業務委託� ３６０万円

●公園施設整備等工事� ６８０万円（新規）　
●空き家対応業務委託� １２９万円（拡充）　

●道路舗装改修等工事� １億４９９３万円

●学校支援事業
� ７８４８万円 ●ふるさと納税の推進�

� ４億１２万円　　 　●学校給食費の無償化
� ２３５１万円 ●�地域活性化起業人の活用�　　

� 1900万円（拡充）　 　●�認定地域クラブ活動費補助金
� ２５４万円（新規） ●町民企画事業補助金

� 　　２２５万円　　　　

●芋煮会の日推進事業� ３３７万円（新規）
－「山形芋煮会検定」の実施等－

　　●農業の活性化に向けて
　　·�遊休農地解消支援事業補助金
� ２４万円（新規）
　　　　·�新規就農者伴走支援業務委託�
� １９６万円（新規）
　　　　·�農林水産物等災害対策事業費

補助金� １０５万円（新規）
　　　　●開業支援事業費補助金
　　� ６４０万円　　 　

●垂直避難拠点整備

� ４３３８万円（拡充）
－舗装、照明、水場を設置－

●避難所施設環境改善事業

� ５７２９万円（新規）
－中学校体育館に冷房設備を設置－

●�防災行政無線更新調査・
設計� １０８０万円（新規）
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き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。
ま
た
、
道
路
照
明
の
ポ
ー
ル
の

点
検
は
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
道
路
照
明
に
つ
い
て
の
更
新
計
画
は
、

今
の
と
こ
ろ
な
い
。
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
度
に
簡
易
検
査
を
行
い
、
そ
の
後

も
点
検
し
て
お
り
、
異
常
は
な
い
。

Ｑ　
公
園
施
設
整
備
等
工
事
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
内
容
か
。

Ａ　
町
浦
児
童
遊
園
は
、
地
区
か
ら
要
望
が

あ
り
、
老
朽
化
し
た
ベ
ン
チ
や
遊
具
を
更
新

す
る
。
今
後
も
要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
地
区

や
利
用
者
と
相
談
し
て
決
め
た
い
。

設
置
に
合
わ
せ
て
更
新
の
計
画
を

公
園
の
遊
具
等
改
修
へ
利
用
者
の
声
を

Ｑ　

証
明
書
の
コ
ン
ビ
二
交
付
が
始
ま
っ
た

が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
数
は
ど
の
く
ら
い

か
。ま
た
窓
口
で
の
交
付
数
に
変
化
は
あ
る
か
。

Ａ　
昨
年
７
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料

を
引
き
下
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
が
増
え
て
い
る
。
今
後
も
周
知
を
続
け
た

い
。 証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
件
数
の
推
移
は

一般会計 総額 一般会計 総額 ６２６２億円億円

Ｑ　
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
が
増
額
し
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ　
主
な
増
額
の
理
由
は
、
元
祖
全
国
芋
煮

会
に
か
か
る
経
費
の
部
分
で
あ
る
。
イ
ベ
ン

ト
保
険
料
や
会
場
設
営
の
外
部
委
託
ス
タ
ッ

フ
費
用
に
お
い
て
前
年
度
予
算
よ
り
増
額
が

見
込
ま
れ
る
た
め
。

観
光
協
会
へ
の
補
助
金
増
額
の
理
由
は

窓　口 コンビニ コンビニ
利用率

Ｒ６計
（Ｒ６．１２～ Ｒ７．３） ９９０枚 １６９枚 １４．５８％

Ｒ７現計
（Ｒ７．４～ Ｒ８．２） １９８４枚 ８０２枚 ２８．７９％

住民票コンビニ交付利用状況

中央児童遊園には熱中症対策ミスト
装置とスクエアベンチを設置予定

（図は完成イメージ）

●高齢者インフルエンザワクチン接種への費用助成� ８２０万円（拡充）
７５歳以上を対象に、高用量ワクチン接種についても費用助成
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その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
村
山　
隆

須
貝
勝
司

田
宮
昌
幸

夛
田
慎
二

斎
藤
眞
一

鈴
木
徹
雄

渡
辺
博
文

佐
東
幸
治

渡
邉　
史

鎌
上　
徹

議第
２号

令和７年度中山町一般会計補正予算（第７号）についての専決処分の承認について
（⇒詳細は１０ページ参照） ○ ○退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

３号
令和７年度中山町一般会計補正予算（第８号）について
歳入歳出予算それぞれ２億４３６３万円減額し、総額を６２億５７３４万９０００円とする

（⇒詳細は１０ページ参照）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４号 令和７年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について
歳入歳出予算それぞれ２６９７万８０００円減額し、総額を１１億８２８７万１０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

５号 令和７年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ９７万円減額し、総額を２億７８２万８０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

６号 令和７年度中山町介護保険特別会計補正予算（第４号）について
歳入歳出予算それぞれ３２８０万９０００円減額し、総額を１４億４６９万７０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

７号
令和７年度中山町下水道事業会計補正予算（第３号）について
国庫補助金、企業債、負担金、他会計補助金、他会計出資金、工事請負費、委託料、
固定資産売却代金等の決算見込額により補正する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

８号
令和８年度中山町一般会計予算について
予算総額は歳入歳出それぞれ６２億円とする
前年度比２億４３００万円の増

○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ＊

９号
令和８年度中山町国民健康保険特別会計予算について
予算総額は歳入歳出それぞれ１２億５９６２万１０００円とする
前年度比１億１６５９万円の増

○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ＊

１０号
令和８年度中山町後期高齢者医療特別会計予算について
予算総額は歳入歳出それぞれ２億３０５４万９０００円とする
前年度比２８５４万４０００円の増

○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ＊

１１号
令和８年度中山町介護保険特別会計予算について
予算総額は歳入歳出それぞれ１３億７４９９万２０００円とする
前年度比２４５万８０００円の増

○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ＊

１２号 令和８年度中山町下水道事業会計予算について
（⇒詳細は４ページ参照） ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ＊

１３号 中山町職員定数条例の一部を改正する条例の制定について
中山町定員適正化計画の見直しに伴い、町職員の定数を１０４人から１１０人に改定するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１４号
中山町職員の育児休業等に関する条例及び中山町職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例の設定について
職員の育児等と仕事の両立を支援する環境を整備するため、部分休業制度を拡充するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１５号 特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
新たにスポーツ文化表彰審査委員会委員の報酬額を定めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１６号
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定及び県人事委員会勧告に基づく県職員の
給与改定を踏まえ、一般職の職員の給料表の改定を行うもの。また、管理職の職名
として新たに「主幹」を新設するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１７号
中山町スポーツ振興基金の設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例の設定について
基金積み立ての資金となる寄付金が現在ないことや運用が行われていないことから
基金の処分を予定しているため条例を廃止するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１８号
中山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
国民健康保険税の賦課限度額及び軽減判定所得金額の改正、子ども・子育て支援分
の税率新設に伴い改正するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１９号
中山町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の設定について
「こども誰でも通園制度」の開始にあたり、子ども・子育て支援法の規定に基づき、
受入施設の運営についての基準を整備するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２０号
中山町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について
「こども誰でも通園制度」の開始にあたり、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準の一部を改正する内閣府令の施行に伴い改正するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２１号
中山町子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する条例の制定について
「こども誰でも通園制度」が開始されるにあたり、　中山町子ども・子育て会議の審
議事項に利用定員の設定を追加するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

３月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

※注：前年度比は令和7年度当初予算との比較です　※注：議長は採決に加わりません。

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
村
山　
隆

須
貝
勝
司

田
宮
昌
幸

夛
田
慎
二

斎
藤
眞
一

鈴
木
徹
雄

渡
辺
博
文

佐
東
幸
治

渡
邉　
史

鎌
上　
徹

２２号
中山町火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について
山形市火災予防条例に林野火災注意報及び林野火災警報が位置づけられたことか
ら、発令時における火入れの禁止及び実施中の消火義務を追加するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２３号
中山町監査委員の選任について
監査委員の任期満了に伴い、後任者を選任するにあたり議会の同意を求めるもの

（⇒詳細は下記参照）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２４号
中山町農業委員会委員の任命について
農業委員に欠員が生じたことから、後任者を任命するにあたり議会の同意を求める
もの（⇒詳細は下記参照）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２５号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、新たに候補者を推薦するにあたり議会の意見を求
めるもの（⇒詳細は下記参照）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２６号
第６次中山町総合発展計画後期５か年基本計画の策定について
２０４０年を見据えた町の将来像と、今後５年間の取り組みの方向性を示す、まちづくり
の新たな指針となる第６次中山町総合発展計画後期５か年基本計画を策定するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２７号
山形連携中枢都市圏航空写真撮影及びデータ化業務に関する協定の締結について
航空写真図整備事業により、関係する６市町が航空写真の撮影とデータ化を共同で
実施すること及び費用負担等について定めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２８号
地域活性化起業人制度による派遣に関する協定の締結について
中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」において、事業運営の効率化
および収益性向上に関する課題の解決に取り組むことを目的に、株式会社BiGisland
（ビギランド）と地域活性化起業人制度による派遣に関する協定を締結するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

２９号
令和７年度中山町一般会計補正予算（第９号）について
歳入歳出予算は変更せず、繰越明許費を追加するもの
旧柏倉家住宅板塀復元工事について、急きょ対応が必要な工程が増加したことによ
り、年度内に完了が見込まれないことから、繰越事業とするもの

○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ＊

請願と陳情（要望） ３月定例会に陳情２件が提出されました。

◼�臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き込ま
れることを防ぐための環境整備等を求める意見書提出の陳情

陳 情

◼�全国一律最低賃金制の確立・時間額１５００円実現とこれに見合う中小企業支援拡充により人口減少・
流出に歯止めをかけるための意見書採択を求める陳情

※陳情（要望）については、議員への配付のみとしています。

人 事 案 件

中山町農業委員会委員の
� 任命に同意

花
はな

 谷
や

　賢
けん

 一
いち

 氏
（柳沢　新任）

任期：令和８年４月１日～
　　　令和１０年３月３１日
� （前任者の残任期間）

人権擁護委員
　　　　　適任と答申

工
く

 藤
どう

　みゆき 氏
（岡　新任）

任期：令和８年７月１日～
　　　令和１１年６月３０日

中山町監査委員の
� 選任に同意

丹
たん

 野
の

　　  充
みつる

 氏
（向新田　新任）

任期：令和８年４月１日～
　　　令和１２年３月３１日
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　３月定例会で８回目の予算の見直しを行いました。児童手当の支給実績や委託料の実績見込みに
よる不用額の減額などを行った結果、歳入歳出予算をそれぞれ２億４３６３万円減額し、総額で
６２億５７３４万９０００円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

令和７年度一般会計補正予算 令和７年度一般会計補正予算 （第７号）（第７号）

令和７年度一般会計補正予算 令和７年度一般会計補正予算 （第８号）（第８号）

整備内容 災害時の活用 平時の活用
暖 房 器 具
１０台 避難所の環境改善 学校施設および総合

体育館での活用等
製 氷 機
３台 避難所の環境改善 学校施設および総合

体育館での活用等
小型除雪機
１台

降雪時の速やかな避
難所開設 公共施設での活用等

防災備蓄倉庫
３台 防災資機材の保管等 防災資機材の保管等

　衆議院において、１月２３日解散、１月２７日公示、２月８日投開票との日程が示されたことから、衆議
院議員総選挙費用について急きょ補正が必要となったため増額するものです。この専決処分についてこ
のたびの議会で承認しました。

衆議院議員総選挙費用を専決処分衆議院議員総選挙費用を専決処分
増額 ８０８万４０００円（１月２０日付）

　地域未来交付金を活用し、避難所用備品を
整備するため増額するものです。整備する備
品は災害時のほか、平時にも活用します。令
和８年度への繰り越し事業となります。

避難所用備品を整備避難所用備品を整備
増額 ８１３万３０００円

　ごみ収集委託契約の請差による不用見込み額（１１４９万８０００円）、山形広域環境事務組合負担金の通知
による不用額（６３６万２０００円）を減額するものです。

ごみ処理費用を減額ごみ処理費用を減額
減額 １７８６万円

期　日 会　　議 備　　考

３月４日（水）
本　会　議

（議員懇談会）
（議会活性化特別委員会第１小委員会）

一般質問
議第２号　提案理由の説明、質疑、討論、採決
（報告）
（付託案件調査）

３月５日（木） 本　会　議
議第３号～７号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決
議第８号～１２号　一括提案理由の説明
議第１３号～２８号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

３月６日（金）
　～１１日（水）

休　　会
（全員協議会）

（総務文教常任委員会）
（厚生産業常任委員会）
（議会活性化特別委員会）

令和８年度当初予算に係る説明等、質疑（各課ごと）
（所管事務調査）
（所管事務調査）
（付託案件調査）

３月１２日（木） 休　　会
（治山・治水特別委員会） （付託案件調査）

３月１３日（金）
本　会　議

（全員協議会）

議第８号～１２号　各件毎質疑、討論、採決
議第２９号　提案理由の説明、質疑、討論、採決
議員派遣　閉会中の継続調査
（協議・報告）

令和８年 中山町議会３月定例会日程表

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

佐東　幸治 議員（１２ページ）
◦‌�町体制を維持するため、地域の役割は
どうするのか

夛田　慎二 議員（１３ページ）
◦‌�「なぜなぜ大会議」の提案を実現する
ための伴走支援ができないか

田宮　昌幸 議員（１４ページ）
◦‌�長年放置されている町有財産の活用は
◦‌�民間主導の観光まちづくりを進める考えは

渡邉　　史 議員（１５ページ）
◦‌�在宅育児支援のその後
　多様な子育ての選択肢の保障へ
◦‌�ヤングケアラーの早期発見へ、学校と福祉の
連携強化を

質問者（発言順）

一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、議員が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員が問いただすもの‌
です。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨など
を知らせる「通告制」を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問
時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

４人の議員が一般質問
　３月定例会では、４人の議員が一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。
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問　
第
６
次
総
合
発
展
計

画
後
期
基
本
計
画
及
び
公

共
施
設
再
配
置
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
町
民
の
声

を
吸
い
上
げ
る
「
な
ぜ
な

ぜ
大
会
議
」
は
画
期
的
な

取
り
組
み
だ
っ
た
と
思
う
。

　
報
告
書
に
は
既
存
施
設

の
柔
軟
な
活
用
や
多
世
代

交
流
の
場
の
創
出
の
ほ

か
、「
自
分
た
ち
で
取
り

組
め
そ
う
な
こ
と
」
と
し

て
、
若
者
に
よ
る
情
報
発

信
な
ど
具
体
的
か
つ
前
向

き
な
ア
イ
デ
ア
が
多
数

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
可
能
な

「
事
業
」
へ
と
す
る
た
め

に
は
、
町
民
が
主
体
と

な
っ
て
実
行
で
き
る
よ
う

に
、行
政
が「
伴
走
支
援
」

す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　
行
政
に
よ
る
伴
走

支
援
に
つ
い
て
は
、
町
民

企
画
事
業
補
助
金
「
お
ら

だ
の
ま
ち
補
助
金
」
を
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
ま
た
、
当
然
な
が
ら
担

当
課
に
よ
る
技
術
的
助
言

も
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

町
も
一
緒
に
な
っ
て
課
題

解
決
に
取
り
組
み
、「
町

民
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り
」
へ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
実
施
に
向
け
た
具
体

的
な
手
法
や
役
割
分
担
を

協
議
す
る
「
深
掘
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長　
大
会
議
は

総
合
計
画
の
見
直
し
時
期

と
、
公
共
施
設
再
配
置
計

画
の
基
本
構
想
策
定
の
た

め
に
開
催
し
た
。
予
想
以

上
に
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
こ
と
と
、

そ
れ
を
ど
う
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

検
討
で
き
た
こ
と
は
非
常

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
も
同
じ
よ
う
な

形
に
な
る
か
は
、
今
の
と

こ
ろ
具
体
的
な
計
画
は
な

い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
を

考
え
な
が
ら
、
そ
う
し
た

場
の
創
出
と
い
う
と
こ
ろ

に
向
か
っ
て
い
き
た
い
。

問　
大
会
議
で
の
提
案
に

対
す
る
行
政
の
対
応
状
況

（
採
用
・
継
続
検
討
・
見

送
り
の
理
由
等
）
を
町
民

に
広
く
公
表
し
、
進
捗
を

「
見
え
る
化
」
す
る
仕
組

み
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　
町
で
は
毎
年
度
、

各
事
業
の
施
策
評
価
・
事

務
事
業
評
価
を
実
施
し
て

お
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、

既
存
事
業
の
振
り
返
り
や

評
価
を
す
る
と
と
も
に
、

課
題
解
決
に
向
け
た
対
応

策
を
検
討
し
、
次
年
度
の

事
業
に
つ
な
げ
て
い
く
循

環
型
の
ス
キ
ー
ム
を
構
築

し
て
い
る
。
そ
の
検
討
の

中
に
お
い
て
、
な
ぜ
な
ぜ

大
会
議
で
出
さ
れ
た
課
題

解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア

も
取
り
入
れ
て
議
論
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「なぜなぜ大会議」の提案を実現
するための伴走支援ができないか

町長 「おらだのまち補助金」や技術的助言で支援する夛
た

田
だ

 慎
しん

二
じ

 議員

問　
事
後
の
評
価
で
は
な

く
、
大
会
議
で
出
さ
れ
た

意
見
が
計
画
の
ど
の
部
分

に
ど
う
反
映
さ
れ
た
の

か
、
も
し
く
は
ど
の
よ
う

な
理
由
で
実
現
が
難
し
い

の
か
。
そ
れ
ら
が
見
え
な

い
と
、
意
見
が
最
終
的
に

ど
う
な
っ
た
の
か
わ
か
ら

な
い
。「
意
見
は
出
し
た

か
ら
反
映
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
」
く
ら
い
の
感
覚
に

な
っ
て
し
ま
う
。
反
映
状

況
を
公
開
で
き
な
い
の
か
。

総
合
政
策
課
長　
い
た
だ
い

た
意
見
の
結
果
が
ど
う

な
っ
た
か
と
い
う
点
は
、

非
常
に
重
要
な
部
分
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
内
容
を
担
当
部
署

で
整
理
し
、
お
知
ら
せ
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

私
の
思
い

　
自
分
が
出
し
た
ア
イ
デ

ア
が
実
現
す
る
こ
と
で
町

が
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
第
６
次
総
合
発
展
計

画
「
人
と
人
と
が
つ
な
が

る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
も
つ
な
が
る
。
町

民
と
町
が
一
体
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

よ
り
良
い
町
に
な
る
と
思

う
の
で
、
そ
う
い
っ
た
仕

組
み
づ
く
り
に
も
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
。

問　

町
の
「
人
づ
く
り
」

は
、
単
な
る
教
育
や
人
材

育
成
で
は
な
く
、
地
域
で

暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
が
主

体
と
な
っ
て
町
を
支
え
・

育
て
・
次
世
代
へ
つ
な
い

で
い
く
力
を
育
く
む
こ
と

を
意
味
す
る
の
で
は
な
い

か
。

　
人
口
が
減
少
し
て
も
、

地
域
や
町
を
支
え
る
人
が

多
け
れ
ば
、「
強
く
・
た

く
ま
し
い
町
」
を
つ
く
れ

る
と
思
い
、
次
の
こ
と
を

質
問
す
る
。

　
⑴
生
涯
学
習
の
観
点
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
親
や

教
育
者
だ
け
で
は
な
く
、

考
え
方
や
価
値
観
の
違

う
、
一
般
の
町
民
と
ふ
れ

あ
う
機
会
を
増
や
す
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

教
育
長　

学
校
と
地
域
を

つ
な
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
と
な
る
「
地
域
学

校
協
働
活
動
推
進
員
」
を

２
名
雇
用
し
、
各
分
野
の

専
門
性
を
持
つ
町
民
の

方
々
を
講
師
と
し
て
迎

え
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域

住
民
と
関
わ
る
機
会
を

作
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
推
進
事
業
」

と
し
て
、
農
業
体
験
や
着

物
の
着
付
け
体
験
な
ど
、

地
域
の
方
か
ら
学
び
ふ
れ

あ
う
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
子

ど
も
た
ち
が
、
多
く
の
町

民
と
関
わ
り
な
が
ら
学

び
、
育
つ
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

る
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
や
、

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
金
」
に
よ
る
、
各
種

取
り
組
み
を
展
開
し
て
き

た
。

　
「
人
づ
く
り
」
は
短
期

間
で
成
果
が
現
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
全
体
で
育
て
る

と
い
う
視
点
を
大
切
に
し

た
い
。

問　
⑶
国
や
県
と
の
連
携

も
あ
る
が
、
町
内
各
地
域

町体制を維持するため、
� 地域の役割はどうするのか

佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

 議員

問　
⑵
多
く
の
人
と
関
わ

り
な
が
ら
、
大
人
自
身
が

成
長
す
る
機
会
を
増
や
す

政
策
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
地

域
を
支
え
る
「
人
づ
く

り
」
の
在
り
方
を
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
当
町
で
は
、
地
域

課
題
を
自
ら
の
問
題
と
捉

え
、
主
体
的
に
行
動
で
き

る
人
材
の
育
成
は
不
可
欠

と
考
え
て
い
る
。

　
「
地
区
要
望
会
」や「
区

長
懇
談
会
」
の
実
施
に
よ

町長 対話を重ね、協働のまちづくりを進めたい

なぜ？を深掘りし、町民も一緒に
取り組める解決策を提案　　　　

地域の方を講師に迎え、わらじづくり（子ども教室）

将来のまちづくりを話し合う「なぜなぜ大会議」

に
お
け
る
今
後
の
役
割

（
役
職
）
の
在
り
方
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　
今
後
の
役
割
に
つ

い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

対
話
を
重
ね
、
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
解

決
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

私
の
思
い

　
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、
町
の
役
割
も
柔
軟
に

変
化
し
て
ほ
し
い
。
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問　
「
渕
ノ
上
道
路
等
用

地
」
５
０
０
坪
が
、
税
収

も
な
い
未
利
用
財
産
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
予

定
は
。

町
長　
施
設
の
誘
致
等
も

含
め
た
開
発
の
た
め
に
、

必
要
最
低
限
の
土
地
は
こ

の
ま
ま
町
で
保
有
し
続
け

る
。
町
有
地
と
民
有
地
を

分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
が
、
用
地
の
活
用
も
考

え
て
い
く
。
な
お
、
県
道

長
岡
中
山
線
に
接
し
、
要

件
を
満
た
す
土
地
に
つ
い

て
は
、
令
和
８
年
度
に
分

筆
し
、
一
部
を
宅
地
と
し

て
売
却
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
こ
の
土
地
は
古
川
水

門
の
近
く
に
あ
り
、
洪
水

の
都
度
冠
水
し
、
水
害
対

策
が
必
要
な
場
所
で
あ
る
。

　
氾
濫
を
防
ぐ
、
減
ら
す

対
策
と
し
て
利
活
用
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

建
設
課
長 

水
害
対
策
と
し

て
何
か
し
ら
の
施
策
も
考

え
ら
れ
る
が
、
未
利
用
の

土
地
は
町
の
税
収
に
な
る

よ
う
売
却
で
き
る
と
こ
ろ

は
売
却
す
る
方
針
で
考
え

て
い
る
。

問　
古
川
水
門
の
近
く
に

雨
水
貯
留
・
排
水
施
設
な

ど
が
あ
れ
ば
、
あ
お
ば
地

区
の
浸
水
の
心
配
が
な
く

な
る
と
思
う
が
。

町
長　
雨
水
貯
留
施
設
は

特
定
都
市
河
川
の
メ

ニ
ュ
ー
に
も
あ
り
、
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

水
害
の
多
い
町
で
あ

り
、
対
策
の
１
つ
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

長年放置されている
　　　　　　町有財産の活用は

田
た

宮
み や

 昌
ま さ

幸
ゆ き

 議員

問　
在
宅
育
児
支
援
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
１２
月
定

例
会
に
お
い
て
前
向
き
な

実
施
に
向
け
て
の
検
討
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
令
和

８
年
度
当
初
予
算
に
在
宅

育
児
支
援
の
新
規
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

保
育
園
等
入
園
家
庭
と
の

不
均
衡
へ
の
認
識
と
今
後

の
方
針
を
伺
う
。

町
長　
県
内
先
行
事
例
は

い
ず
れ
も
待
機
児
童
対
策

と
し
て
の
意
味
合
い
が
強

く
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
当

町
と
は
状
況
が
異
な
る
。

そ
う
い
っ
た
状
況
下
に
お

い
て
も
、
是
正
す
べ
き
不

均
衡
が
生
じ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
と
考
え
る
。
当

面
は
４
月
開
始
の
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
や

既
存
の
産
後
ケ
ア
等
の
充

実
で
対
応
し
て
い
く
。

問　
先
行
事
例
の
目
的
は

令
和
６
年
１２
月
定
例
会
時

点
で
既
に
調
査
済
み
だ
っ

た
。
町
が
ど
の
よ
う
な
目

的
で
実
施
す
る
か
は
、
別

の
問
題
で
あ
る
。
町
民
へ

の
ニ
ー
ズ
調
査
は
実
施
し

た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
一
般
の
町

民
の
方
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査

は
実
施
し
て
い
な
い
。
今

後
は
乳
児
健
診
等
の
機
会

を
活
用
し
て
、
質
問
内
容

に
配
慮
し
意
見
を
伺
い
た

い
。

問　
保
育
園
等
で
は
給
食

費
無
償
化
も
始
ま
り
、
在

宅
家
庭
へ
の
経
済
支
援
が

な
い
不
均
衡
は
益
々
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
人
づ
く

り
の
観
点
か
ら
も
在
宅
育

児
を
応
援
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

健
康
福
祉
課
長　
在
宅
育
児

の
選
択
は
尊
重
す
る
が
、

経
済
的
支
援
の
要
否
に
つ

い
て
は
多
角
的
な
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
引

き
続
き
負
担
軽
減
に
資
す

る
選
択
肢
の
提
供
を
検
討

し
て
い
く
。

健
康
福
祉
課
長　
教
育
委
員

会
や
学
校
な
ど
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
先
進
事
例
を

も
と
に
有
用
な
も
の
で
あ

れ
ば
導
入
も
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。

問　
２
月
末
に
、
山
形
南

高
校
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

周
知
の
た
め
の
講
座
が
開

か
れ
町
内
生
徒
も
学
ん
で

い
る
。
子
ど
も
自
身
が
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
気
づ
く

機
会
は
重
要
と
考
え
る
。

学
校
で
の
啓
発
講
演
や
町

の
相
談
窓
口
で
あ
る
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
周

知
強
化
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
課
長　
教
育
委
員

会
と
連
携
し
、
今
後
は
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
を
通
じ
て
周
知
を

し
た
い
。
講
演
会
の
企
画

や
、
相
談
窓
口
の
情
報
を

含
め
た
広
報
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
周
知
に
つ

い
て
学
校
配
布
等
も
含
め

強
化
し
て
い
く
。

私
の
思
い

　
在
宅
育
児
支
援
に
つ
い

て
、
町
民
へ
の
ニ
ー
ズ
調

査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
調
査
結
果
の
活

用
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
な

ぜ
こ
の
町
に
こ
の
施
策
が

必
要
か
」
信
念
を
持
っ
た

施
策
推
進
を
願
っ
て
い
る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
地
域
社
会

に
認
知
を
広
め
る
こ
と
が

第
一
歩
と
考
え
る
。

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
の
状
況
と
周

知
・
相
談
支
援
体
制
は
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、

当
町
に
お
い
て
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
疑
い
が
あ
る
事

例
は
な
い
も
の
と
把
握
。

把
握
経
路
は
児
童
相
談

所
、
要
保
護
児
童
対
策
協

議
会
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
で
の
相
談
受
付
等
で

あ
る
。

問　
令
和
６
年
度
に
行
っ

た
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

小
学
生
保
護
者
の
約
１
・

１
％
が
「
家
族
に
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
が
い
る
」
と
回

答
し
て
お
り
、
町
の
把
握

と
異
な
る
。
愛
媛
県
新
居

浜
市
の
「
つ
な
ぐ
シ
ー

ト
」
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
導
入
を
検
討
で

き
な
い
か
。

民
間
主
導
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
は

ヤ※

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
へ
、

�

学
校
と
福
祉
の
連
携
強
化
を

�

町 ‌�

文
化
庁
の
指
導
の
も
と
、
可
能
な
範
囲
で

�
町 ‌�
周
知
活
動
が
肝
要

在宅育児支援のその後
　　多様な子育ての選択肢の保障へ

渡
わ た

邉
な べ

　史
ふ み

 議員 町長 既存施策で対応

※‌�ヤングケアラーと
は、家族の介護その
他の日常生活上の世
話を、過度に行って
いると認められる子
ども・若者のこと。

町長 水害対策としても検討

問　

小
学
６
年
生
か
ら

「
旧
柏
倉
家
住
宅
の
観
光

客
増
加
を
目
指
す
」
と
町

に
対
し
て
、
政
策
提
案
が

あ
っ
た
。「
ひ
ま
わ
り
迷

路
」
も
、
小
学
生
の
政
策

提
案
が
民
間
の
協
力
で
実

現
し
た
も
の
で
、
高
校
生

に
な
っ
て
も
「
郷
土
愛
」

を
持
ち
続
け
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い

る
。

　
文
化
・
観
光
・
経
済
の

好
循
環
の
た
め
に
も
、
民

間
主
導
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
。

　
旧
柏
倉
家
住
宅
の
利
活

用
を
民
間
に
委
託
す
る
こ

と
で
、
年
間
を
通
し
て
の

企
画
・
展
示
等
が
可
能
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
教

育
課
は
、
文
化
財
の
保

存
・
管
理
に
専
念
で
き
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
地
域
の
未
来
を
担

う
若
い
世
代
が
、
郷
土
に

関
心
を
持
ち
行
動
し
て
い

る
こ
と
は
、
心
強
く
、
そ

の
思
い
を
大
切
に
し
た
い
。

　
旧
柏
倉
家
住
宅
は
、
教

育
課
を
中
心
に
文
化
財
と

し
て
適
切
な
保
存
を
行
う

こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
旧
柏
倉
家
住
宅
を
含
む

一
帯
は
、
未
来
に
残
し
た

い
歴
史
・
文
化
と
し
て
、

民
間
と
町
が
協
働
し
て
協

議
会
を
組
織
し
、
地
域
全

体
で
価
値
を
高
め
て
い
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問　
教
育
課
職
員
が
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
休
日
出

勤
で
対
応
し
て
い
る
が
、

保
存・研
究
に
専
念
し
て
、

利
活
用
を
民
間
に
委
託
し

た
方
が
良
い
の
で
は
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
で

は
保
存
中
心
に
考
え
て
お

り
、
そ
の
中
で
新
し
い
試

み
を
行
っ
て
い
る
。

町
長　
も
っ
と
観
光
と
し

て
の
賑
わ
い
・
活
用
を
と

の
意
見
が
出
て
い
る
が
、

保
存
・
利
活
用
計
画
は
文

化
財
と
し
て
文
化
庁
の
指

導
の
も
と
、
防
火
対
策
な

ど
施
設
改
修
が
必
要
で
あ

る
。
現
在
は
改
修
前
の
可

能
な
範
囲
で
活
用
し
て
い

る
状
態
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
ほ
し
い
。

　
施
設
改
修
等
に
つ
い
て

は
、
予
算
的
に
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
の
寄
附
金
も
あ

り
、
時
期
が
来
れ
ば
文
化

庁
と
も
話
を
進
め
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
も

の
を
作
り
上
げ
た
い
。

私
の
思
い

　
国
の
重
要
文
化
財
で
あ

る
旧
柏
倉
家
住
宅
は
、
町

民
の
誇
り
で
あ
る
。

　
中
長
期
的
な
計
画
を
基

に
保
存
・
利
活
用
を
実
施

し
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

叶
え
た
い
。

氾濫が心配される古川水門
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議会活動報告議会活動報告議会はどんなことをしているの？議会はどんなことをしているの？

●１月（前号掲載以降） �
１９日　小正月、園児とともに豊作祈願【議長】
　　　議会運営委員会【委員、正副議長】
　　　全員協議会【議員】
　　　町議会１月臨時会【議員】
� ⇒関連記事Ｐ１６
２７日　‌�柏倉家住宅保存・利活用特別委員会
　　　【委員、議長】� ⇒関連記事Ｐ２０
　　　議員懇談会【議員】
　　　議会活性化特別委員会第１小委員会
　　　【委員】
●２月 �
１日〜２２日　議会だよりミュージアム
� ⇒関連記事Ｐ２４
２日～３日　議会広報常任委員会視察研修
　　　【委員】� ⇒関連記事Ｐ２１
１３日　県議長会　定期総会【議長】
１５日　東京中山会ふるさとの集い
　　　【議長、議員２名】
１７日　全員協議会【議員】
　　　‌�議会活性化特別委員会第２小委員会
　　　【委員】
１８日　山形広域環境事務組合議会定例会
　　　【派遣議員】� ⇒関連記事Ｐ２２
１９日　議会運営委員会【委員、正副議長】
２０日　‌�厚生産業常任委員会（石っころ会との意

見交換会）【委員】� ⇒関連記事Ｐ２〜３
２８日　‌�旧柏倉家住宅　冬の特別公開　開会式
　　　【議長】
２月中　議会広報常任委員会（１回）【委員】
●３月 �
４日～１３日　町議会３月定例会【議員】
� ⇒関連記事Ｐ４～１５

４日　議会活性化特別委員会第１小委員会
　　　【委員】
　　　議員懇談会【議員】
６日、９日～１１日　全員協議会【議員】
６日　総務文教常任委員会【委員】
� ⇒関連記事Ｐ１９
９日　厚生産業常任委員会【委員】
� ⇒関連記事Ｐ１９
１０日　総務文教常任委員会【委員】
� ⇒関連記事Ｐ１９
１１日　議会活性化特別委員会【委員、議長】
� ⇒関連記事Ｐ１８
１２日　治山・治水特別委員会【委員、議長】
� ⇒関連記事Ｐ２０
１３日　全員協議会【議員】
１４日　中山中学校卒業式【議員】

１８日　長崎小学校、豊田小学校　卒業式
　　　【各地区の議員】
　　　最上川中部水道企業団議会定例会
　　　【派遣議員】� ⇒関連記事Ｐ２２
２０日　２０２６柏倉九左衛門家ひなまつり開会式
　　　【議長】
３月中　議会広報常任委員会（計２回）【委員】
●４月（一部） �
８日　中山中学校入学式【議員】
９日　長崎小学校、豊田小学校　入学式
　　　【各地区の議員】
４月中　議会広報常任委員会（計３回）【委員】

※【　】内は参加者　※議会全体の主な動きを抜粋して掲載しています。

議 会 ダ イ ア リ ー議 会 ダ イ ア リ ー

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

の予定です。66月月1010日（水）〜日（水）〜 １2１2日（金）日（金）次回の定例会は

　１月１９日、令和８年第１回臨時会が開催され、令和７年度中山町一般会計補正予算（第６号）が原案の
とおり可決されました。
　今回の補正予算の主な内容は、物価高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援するため、国から配分さ
れる重点支援地方交付金をもとに町で実施する事業について、必要な予算を増額するものです。
　実施される主な事業は下記のとおりです。

重点支援地方交付金の活用について重点支援地方交付金の活用について
１月臨時会１月臨時会

期　日 会　　議 備　　考

１月１９日（月） （全員協議会）
本　会　議 議第１号　提案理由の説明、質疑、討論、採決

　物価高の影響を特に強く受けている子育て世帯を支援するため、
子ども１人当たり２万円を支給するものです。

・物価高対応子育て応援手当支給事業・物価高対応子育て応援手当支給事業
　　　　３０８０万円３０８０万円（令和７年度に実施）（令和７年度に実施）

　物価高騰の影響を受けている町民生活の支援と地域経済の活性化
を目的に、全町民１人当たり１万２０００円の商品券を配付するものです。

・物価高騰対策商品券事業・物価高騰対策商品券事業
　　　　１億３０００万円１億３０００万円（令和８年度へ事業を繰り越し）（令和８年度へ事業を繰り越し）

　町内中小企業の賃上げの環境整備を支援するため、３％以上の賃
上げを実施した場合、労働者の数に応じて一定の支援金を支給する
ものです。

・中山町賃上げ促進支援金・中山町賃上げ促進支援金
　　　　２０００万円２０００万円（令和８年度へ事業を繰り越し）（令和８年度へ事業を繰り越し）

　農業経費の負担を軽減するため、一定条件を満たす農業者に対し、農業経費の４％分を補助するものです。

・農業経費高騰対策支援事業・農業経費高騰対策支援事業
　　　　２０００万円２０００万円（令和８年度へ事業を繰り越し）（令和８年度へ事業を繰り越し）

物価高騰対策商品券事業など原案どおり可決物価高騰対策商品券事業など原案どおり可決

そ の 議 案 に 私 は 賛 成、私 は 反 対そ の 議 案 に 私 は 賛 成、私 は 反 対

令和８年　中山町議会１月臨時会日程表令和８年　中山町議会１月臨時会日程表

議
案
番
号

議案名と主な内容

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
村
山　
隆

須
貝
勝
司

田
宮
昌
幸

夛
田
慎
二

斎
藤
眞
一

鈴
木
徹
雄

渡
辺
博
文

佐
東
幸
治

渡
邉　
史

鎌
上　
徹

議第
１号

令和７年度中山町一般会計補正予算（第６号）について
歳入歳出予算それぞれ２億２３０９万５０００円増額し、
総額を６４億９２８９万５０００円とする

○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

１月臨時会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席
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時
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議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告 議会はどんなことをしているの？議会はどんなことをしているの？

子どもと一緒の傍聴がよりスムーズに議会活性化レポート①

　時代に即した開かれた議会を目指し、傍聴規則
を改正しました。
　これまで必要だった児童や乳幼児の傍聴許可が
不要になったほか、中山町独自の規則として、合
理的な配慮に関する規定を追加しました。今後も
傍聴しやすい環境づくりを進めてまいります。

中山町傍聴規則抜粋（改正前） 中山町傍聴規則抜粋（改正後）
（傍聴席に入ることができない者）
第７条　次に該当する者は、
傍聴席に入ることができない。
１～３　省略
４　児童及び乳幼児は、傍聴
席に入ることができない。た
だし、議長の許可を得た場合
は、この限りではない。

（傍聴席に入ることができない者）
第７条　次に該当する者は、
傍聴席に入ることができない。
１～３　省略
４（削除）

より身近な議会へ　傍聴規則をリニューアル
議会活性化特別委員会（委員長：須貝勝司）

　３月１１日、議会活性化特別委員会が開催され、第１・第２小委員会がこれまで重ねてきた議論を集
約し、協議を行いました。また、傍聴規則の改正については、３月１３日に開催された全員協議会で承
認されました。

子ども向け議会のしおりが完成議会活性化レポート②

　２月にほんわ館で開催した「議会だよりミュー
ジアム」で、子ども向け議会のしおり「町議会っ
てなぁに？」を展示しました。来場者の皆さまか
らいただいた「ふりがなを増やしてほ
しい」「イラストを多く」といった貴
重なご意見を反映し、より親しみやす
いしおりとなりました。ご協力いただ
き、ありがとうございました。今後
は、小学生の役場見学などでの活用を
予定しています。

公式ＨＰ
該当ページ

8%

58%

24%

10%

問問99..ああななたたはは、、中中山山町町議議会会にに対対しし、、期期待待やや信信頼頼

ををししてていいまますすかか

■1.期待し信頼している（19名）
■2.どちらかといえば期待し信頼している（149名）
■3.どちらかといえば期待も信頼もしていない（62名）
■4.期待も信頼もしていない（25名）

（回答者数：255名）

町民アンケート報告書が完成議会活性化レポート③

　令和７年７月に実施した「議会活動に関する町
民アンケート」の結果分析が完了しました。抽出
された課題に対し、具体的な解
決策を報告書として取りまとめ
ています。今後はこの結果を軸
に、より身近で開かれた議会に
向けて具体的に取り組みを進め
てまいります。

公式ＨＰ
該当ページ

国・県等の事業を活用し、いかに財源確保するか
総務文教常任委員会（委員長：田宮昌幸）

　学校に登校できない理由にはさまざまな要因
があり、生活リズムの乱れによる体調不良など
も増えていると説明がありました。対応策とし
ては、スクール・カウンセラーや教育相談員の
配置、教職員全体研修会の実施などを行ってい
るとのことです。また各学校では、子ども一人
ひとりの良さを大事にした指導にあたっている
との説明がありました。
　議会としては、今後も注視して継続調査を
行ってまいります。

　３月６日および３月１０日に総務文教常任委員
会が開催され、１２月に提出した「政策提言書」
の項目について、所管課担当から現状等の説明
を受けました。
　３月６日、総合政策課より「町の課題解決に
向けた国・県等事業を活用した財源確保につい
て」の説明を受けました。委員からは、現場の
町職員も積極的に国・県へ要望していくこと、
そして議会も協力していく必要があるとの意見
が出されました。また、政策効果がないものは、
やめるのも一つの有効なお金の使い方であると
の考え方も提案されました。
　３月１０日、教育課より「不登校対策等について」
の説明を受けました。全国的に不登校児童・生徒
が増えており、委員会では事前に実態および対策
などの資料を依頼し、意見交換を行いました。

旧「まるっと」の活用に向けて
厚生産業常任委員会（委員長：鈴木徹雄）

　一方で観光協会事務所としての利用に向けた
地域活性化起業人による実証結果では、夏季・
冬季ともに適正な室温の維持についてや、外部
者の出入りが可能な構造のため、情報セキュリ
ティの確保が困難などの課題が報告されまし
た。そのため、課題解決には大規模な改修が必
要となり、現状では本格活用は困難と判断した
との説明がありました。
　今後の活用方針として、「産業振興に資する
用途」を基本とし、「維持管理費とのバランス」
を考慮して検討するとの考えが示されました。
　これに対し委員からは、「計画性を持って検
討すべきだ」「産業振興課内での活用が難しけ
れば、他課での活用も視野に入れてはどうか」
との意見が出され、引き続き調査することとな
りました。

　３月９日、厚生産業常任委員会を開催し、継
続調査となっていた旧「まるっと」の活用につ
いて、説明を受けました。
　現在の使用状況については、平日は地域おこ
し協力隊の研究・作業拠点として活用されてい
るほか、スマホ相談所や子ども向けデジタル体
験型ワークショップの会場として利用されてい
ます。（写真下）

※‌�「不登校」とは病気や経済的理由を除き、年間３０日
以上欠席している状態
※‌�山形県いじめ・不登校等生徒指導上の諸課題に関す
る実態調査より

不登校児童・生徒数の推移（中山町内の小中学校）
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

合計 １６ １６ １８ ６

レクチャーの後、みんなで最上川河川敷に撮影へ
（３月２８日 写真ワークショップ こどもカメラマンデビュー）
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議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告 議会はどんなことをしているの？議会はどんなことをしているの？

先進地に学ぶ　議会広報視察研修
議会広報常任委員会（委員長：夛田慎二）

　２月２日・３日、山形県最上町議会と秋田県横手市議会を視察し、広報紙づくりの工夫を学んでき
ました。最上町議会は全国表彰も受けた注目の自治体です。「議会は何を伝えたいか」「住民は何を知
りたいか」を常に考え、住民主体のまちづくりを後押しする紙面づくりから多くの気づきを得ました。

最上町（山形県） 横手市（秋田県）

表紙・　
デザイン

町民登場コーナー「私の想い」と連動し
た写真を表紙に掲載

市内の中学生や高校生の美術作品を掲載。
議会のマスコットキャラクターも活躍

住民参加・
声の反映　

特集「みんなの議会」で町民の声を掲載。
ＷＥＢアンケート実施

高校生や市民のモニター会議を開催。
Ｙ８サミット（中学生模擬議会）への
議会関与も

届ける工夫・
他媒体

全戸配布に加え、学校・銀行・駅など町
内各所に配置

FacebookやＦＭラジオ（議員出演・中
高生インタビュー）を活用

　最上町の「町民の想いを引き出す工夫」、横手市の「中高生など若い世代を巻き込む姿勢」は、ど
ちらも一方的な報告にとどまらない素晴らしい取り組みでした。

安心・安全なまちづくりに向けて
治山・治水特別委員会（委員長：佐東幸治）

し、日頃からの防災意識向上を目指していくと
の説明がありました。
　委員からは貯留機能保全区域指定に伴う補償や
ため池の有効活用についての意見が出されました。
　これからも積極的に意見交換を重ね、安心・
安全なまちづくりを進めていきます。

　３月１２日、山形河川国道事務所の副所長と流
域治水課長を迎え、治山・治水特別委員会を開
催しました。
　最初に最上川緊急治水プロジェクトによる最上
川の河

か
道
どう
掘
くっ
削
さく
や堤防整備の進捗状況、石子沢川の

堆積土砂の撤去状況について報告がありました。
　令和８年度の事業としては、川の水位を予測
し、水位が上昇する前にポンプを作動させる
「事前排水」の検討をしていくことや、雨水を
一時的に貯留する機能を有する土地の区域につ
いて「貯留機能保全区域」としての指定を目指
し、調整を進めていく方針が示されました。
　また、危険をいち早く伝えるため、石子沢川
排水機場の稼働状況を示すパトランプを設置し
ます。さらに、あおば地区および長崎地区に令
和２年７月洪水の実績浸水深を示す看板を設置

柏倉家の令和８年度に向けて
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会（委員長：夛田慎二）

　１月２７日、令和８年度
予算に向けて、柏倉家住
宅保存・利活用特別委員
会が開催されました。
　当住宅の理解促進を
図っていくために、必要
不可欠な予算を計上し、
労務単価等の物価高騰の
影響を踏まえた予算案と
していると説明がありま
した。

●歳入
項　目 令和８年度当初 令和７年度当初 説　明

①使 用 料 ９０万８０００円 ９０万８０００円 九左衛門家入館料、惣右衛門家利用料
②基金繰入金 ２００７万円 ４２６３万円 ふるさと応援基金繰入金
③雑　　　入 ７万５０００円 ５万円 竹の子売却

計 ２１０５万３０００円 ４３５８万８０００円

●歳出
項　目 令和８年度当初 令和７年度当初 説　明

①施設管理事業 １２５８万１０００円 １１１７万７０００円 維持管理に必要不可欠な経費
②修 繕 事 業 ２８８万３０００円 ２７８１万８０００円 施設修繕の経費
③公 開 事 業 ５５８万９０００円 ４５９万３０００円 一般公開、パンフレット等の経費

計 ２１０５万３０００円 ４３５８万８０００円

　全体的に人件費や資材の高騰により経費が増加している。
　令和７年度に旧柏倉家住宅の板塀修繕を予算化していたが、工事途中に水の排水不良という新たな
問題が発生し、今年度中に終了しないため、次年度へ繰り越すとの説明がありました。

石子沢川排水機場パトランプ点灯システム
赤色…最上川の水位が計画高水位を超過し、排水停止
黄色…石子沢川排水機場が稼働　　　　　　　　　　

ライブカメラの
映像が見られます

記事に関する町民の意見を度々掲載しています（最上町） マスコット「しらとり議員」が紙面に登場し解説（横手市）

川の
防災情報
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山町の負担金は６３６万２０００円減額の９８１３万６０００
円となりました。
●‌�議第２号　令和８年度山形広域環境事務組合

予算について
　一般廃棄物の適正な処理と施設運営に必要な�
経費を計上し、令和７年度当初予算と比較し、
３３７８万５０００円増額の３６億３８１７万１０００円となりました。
　廃棄物処理手数料、資源物売却収入、売電収
入などを差し引いた、２市２町の負担金は２７億�
３９４万７０００円となり、そのうち中山町の負担金
は１億５５０万１０００円です。

　２月１８日、山形広域環境事務組合議会２月定
例会が開催されました。最初に、当町からの選
出議員について、村山隆議員の辞職に伴い佐東
幸治議員が就任したため、議席の指定が行われ
ました。
　その後の審議では、上程議案の２件が原案ど
おり可決されました。
●‌�議第１号　令和７年度山形広域環境事務組合

補正予算について
　前年度からの繰越金の精算や歳入歳出の見込
みによる補正などで１５７０万円の減額となり、中

令和８年度予算 中山町負担金は１億５５０万１０００円
山形広域環境事務組合議会

安心・安全、持続可能な水道事業予算
最上川中部水道企業団議会

　３月１８日、令和８年第１回最上川中部水道企業団議会定例会が開催され、上程された議第１号から
議第５号および発議第１号議案について、すべて原案どおり可決されました。
　提出議案　議第１号　　令和７年度最上川中部水道企業団事業会計補正予算（第３号）について
　　　　　　議第２号　　最上川中部水道企業団特別職の職員等の旅費、費用弁償及び
　　　　　　　　　　　　実費弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　　　　　　議第３号　　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
　　　　　　　　　　　　整理に関する条例の制定について
　　　　　　議第４号　　令和８年度最上川中部水道企業団事業会計予算について
　　　　　　議第５号　　最上川中部水道企業団監査委員の選任について
　　　　　　発議第１号　調査派遣に関する議決について

　多年にわたり町議会議長として地方自治の振興発展に寄与された功績に
対し、山形県町村議会議長会より表彰されました。このたびの受賞、おめ
でとうございます。

自治功労者表彰

　また、山形市議会井上議員より、①長期財政計画について、②最上川中部水道企業団の「料金水準」
と「耐震化事業」についての一般質問がありました。
　今後の投資と料金の関係で、企業債を使わず平準化に努め、今のところ水道料金の値上げは予定し
ないとの答弁がありました。

令和８年度 令和７年度
給　水　戸　数 ９１２３戸 ９１１０戸
年間総有収水量 ２１６７千㎥ ２２９９千㎥
一日平均給水量 ６９７５㎥ ７２６６㎥

令和８年度の給水事業の予定量
水道事業収益 ６億２５２１万２０００円
水道事業費用 ５億７３７８万７０００円
資本的　収入 ７１８万３０００円
資本的　支出 ２億９３２４万５０００円

令和８年度最上川中部水道企業団事業会計予算

不足額は、当年度分損益勘定留保資金等で補てんする。

山形ワインバル
①‌�５月１６日（土）・１７日（日）
②‌上山城周辺
④‌�上山市観光物産協会 ℡０２３-６７２-０８３９

上山
市

薬師祭植木市
①‌�５月８日（金）～１０日（日）
②‌山形市（薬師公園付近）
④‌�薬師祭植木市実行委員会
　（山形商工会議所内） ℡０２３-６２２-４６６６

山形
市

山形紅花まつり
①‌�７月上旬の土日いずれかの２日間
②‌高瀬紅花ふれあいセンター
④‌�山形紅花まつり実行委員会
　（高瀬紅花ふれあいセンター内）
�  ℡０２３-６８６-３３４１

山形
市

むらきざわあじさいまつり
①‌�６月下旬～７月中旬頃
②‌山形市（出塩文殊堂周辺）
④‌�村木沢地区振興会・あじさい祭り実
行委員会（あじさい交流館内）
�  ℡０２３-６４３-２０５０

山形
市

スマイルプロジェクト★かみのやま
きらりきらり

①‌�７月２５日（土）
②‌三友エンジニア体育文化センター
　市民総合運動広場
④‌�上山青年会議所 ℡０２３-６７２-７７２１

上山
市

２０２６柏倉九左衛門家紅花まつり
①‌�６月２７日（土）・２８日（日）
④‌�２０２６柏倉九左衛門家紅花まつり実行
委員会事務局 ℡０２３-６６２-２１７５

中山
町

第３３回全国かぶと虫相撲大会
①‌�７月２０日（月・祝）
②‌中山町総合体育館
④‌�中山町観光協会 ℡０２３-６６２-２１１４

中山
町

◦‌ �こういうイベントがあったんだと感激、とてもかわいい表紙にほっ
こりしました。
◦‌ �一般質問は、大変見やすくまとめられています。質問者をそれぞ
れのイメージカラーに分け、表示しても良いと思いますが。
◦‌ �議会活動報告は、専門的な話が多く、気軽に読めるようもう少し
簡略化しても良いと思いました。

◦‌ �まち・ひとインタビューについて、いつもすばらしい人選ありが
とうございます。これからも中山町を愛する人をご紹介ください。

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでもらえる内容にするため、
感想・意見をいただいている「広報モニター」の声をご紹介します。
　「広報モニター」は随時募集中です。ご興味のある方はお問い合わせください。

第36号から

ご意見、ご感想をお待ちしております。

①とき ②ところ ③内容 ④問い合わせ ※‌�イベントは予告なく変更になる場合があります。

イベントイベント 情報山形市・上山市・山辺町・中山町

２ ２市市 町町

　３月２６日、議会広報文章アドバイザーと広報モニター等６名の方と議会だよりについての懇談会を
開き、令和７年度に発行した第３３号から第３６号のなかやま議会だよりを振り返りながら、貴重なアイ
デアやアドバイスをいただきました。その一部をご紹介します。

●‌�議案などに対する「町民の生の声」をぜひ載せてほしい。
●‌�録画配信や過去の議会だよりの閲覧ができる二次元コードについては、掲載の場所を固定してはどうか。
●‌�内容が濃く読み応えがあるが、ページ数はこれ以上増えない方がいい。もっとしぼって掲載してもいいと思う。
●‌�町広報との連携をもっと密にして、掲載内容を工夫しては。

議会だよりについて懇談会を実施しました

今回、「まち・ひとインタビュー」・「楽しい仲間たち」は休載します。

鎌
かま

上
かみ

　徹
とおる

 議長議長５年以上

TEL：０２３-６６２-４３７０　
FAX：０２３-６６２-２５３８

連絡先：議会事務局
ご意見投稿は
こちらから

　いただいたご意見は引き続き委員会で検討していきます。今後ともご協力をよろしくお願いしま
す。また、ご意見、要望などありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。
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皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第３８号の発行は７月１５日です。
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　会場には多くの皆さまにご来場いただき、
メッセージボードには約７０枚の付箋が寄せら
れました。子どもたちをはじめ、さまざまな
世代から町への思いや議会だよりへの声が集
まり、住民の皆さまの声にふれる貴重な機会
となりました。

議会だよりミュージアム開催報告議会だよりミュージアム開催報告特集

　寄せられた声からは、町への愛着や将来へ
の願いが多くうかがえました。こうした思い
を大切に受け止め、今後の議会活動や広報の
充実につなげてまいります。

ま と め

皆さまから寄せられた声（一部）

　２月１日から２２日まで、町立図書館「ほんわ館」で「議会だよりミュージアム」を開催
しました。会場には子どもから大人まで幅広い世代が訪れ、議会へのご意見に加え、町へ
の思いや未来への願いなど、さまざまな声が寄せられました。

「‌�ちっちゃくって、ほんわりしててゆっくりーな‌
この中山が好き！」

「自然あふれる『ちょい田舎』を活かしてほしい」

「自慢できて、ずっと存在し続けてほしい故郷」

町の未来を真剣に考えた声も寄せられました。

高校生
から

「‌�おもしろかった、‌
またやってほしい」

「‌�しあわせが‌
たくさんうまれる町がいい」

「‌�いつもいろいろな本を‌
だしてくれてありがとう！」

など、ほんわ館への愛着が伝わる声も、 
たくさん寄せられました。

「この町の‌
こんなところが好き」

という温かい声や、
「議会だよりに‌
子どもや子育て世代‌
向けのコーナーはどうか」

など、議会だよりへの 
具体的なご提案も 
いただきました。

子どもたち
から

町民の
皆さま
から

▲‌�親子で議会に親しむ機会に

町公式ＨＰ

録画配信は
こちらから

詳細は
こちらから

SideBooks
アプリ

町公式ＨＰ

過去の議会だよりは
こちらから
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